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21（令和３）年度　一般会計と特別・企業会計の予算21（令和３）年度　一般会計と特別・企業会計の予算
問合先　市役所財政課（M31-4512）

総額９73億３,005万円

特別会計　総額387億247万円

企業会計　総額448億2,573万円

歳入 歳出

減債基金の取り崩し
13億円　1.4％

諸収入
36億2,566万円　3.8％

使用料など
56億7,204万円　5.9％

市債
　108億464万円　11.2％
道支出金など
115億1,846万円　11.9％
国庫支出金
　204億385万円　21.2％

地方交付税
225億2,000万円　23.4％　

市税
204億5,535万円
21.2％

　

　

32.3％

自
主
財
源

※２

依
存
財
源

67.7％

※１

教育費　52億 6,898万円　5.5％
土木費　60億9,582万円　6.3％
商工費など
  61億9,497万円　　 6.4％
諸支出金
100億8,327万円　10.5％
公債費
129億4,505万円　13.4％

総務費など
219億5,182万円　 22.8％

民生費
337億 6,009万円　35.1％

市税の種類とその内訳 予算を市民１人当たりにすると？
　予算における市税の種類とその内訳は、下図のとおりです。
　皆さんに納めていただく市税を貴重な財源として、各種施策に活用していきます。

　一般会計の予算を市民１人当たりに換算すると、58万2,623円となります。
　市民生活の向上や地域経済の活性化などのため、各種施策に取り組んでいきます。

市税総額
204億5,535万円

その他
 （軽自動車の所有者に掛かる車の税金や、鉱泉浴場における入湯行為に掛かる
税金など）5億3,014万円　2.6％

都市計画税
（市街化区域内に所
在する土地および家
屋に掛かる税金）
13億2,826万円　　
　　　　　　 6.5％

市たばこ税
（市内のお店で買わ
れた「たばこ」に掛
かる税金）
15億3,228万円　
　　　　　　　7.5％

※市税の種類ごとの比率は、市税総額204億5,535万円に対する割合

固定資産税
（土地、家屋等に
　掛かる税金）
84億768万円　41.1％

市民税
（前年の収入に
　対して掛かる税金）
86億5,699万円　42.3％

21（令和３）年度予算　市民１人当たりのサービスに掛かる経費

民 生 費

総務費など

公 債 費

諸 支 出 金

商工費など

土 木 費

教 育 費

児童、高齢者、障がい者のための
施設の整備や福祉サービスなどに

市役所の運営や公衆衛生、消防活
動などに

道路、公園、学校などの施設の整
備のために借り入れた市債（借金）
の返済に

病院や水道事業などの運営に

商業や工業、観光の振興や港湾施
設の維持管理などに

道路、公園、公営住宅などの整備
や維持管理に

教育施設の整備や学校教育に

※当初予算963億円を人口16万5,287人（21（令和３）年２月末現在）で除して算出

　　　　58万2,623円

20万4,251円

13万2,810円

７万8,319円

6万1,005円

3万7,480円

３万6,880円

３万1,878円

　特別会計とは、特定の事業やサービスを提供するために、利用者から保険料や使用料などをいただき、そ
の財源をもとに事業を運営していくために設けられた会計のことです。市には、下表の８会計があります。

　企業会計とは、自ら事業を行い、そこから得たお金で運営していく、民間企業と同様の経理を行う会計の
ことです。市には、下表の６会計があります。

会計名

予算額 

主な収入

国民健康保険

175億2,445万円

国民健康保険料

国民健康保険
阿寒診療所事業

国民健康保険
音別診療所事業

４億5,974万円

診療収入

３億5,192万円

診療収入

後期高齢者医療

26億794万円
後期高齢者
医療保険料

介護保険 

保険事業勘定

168億9,402万円

介護保険料

介護サービス
事業勘定

１億2,775万円

サービス収入

魚揚場事業

１億5,404万円

魚揚場使用料

駐車場事業 動物園事業

１億2,121万円 ４億6,140万円

駐車場使用料 動物園入園料

会計名

予算額

主な収入 

病院事業 

197億5,812万円

診療収入 

水道事業

105億1,188万円

水道料金

工業用水道事業

9,536万円

工業用水道料金

下水道事業

102億9,813万円

下水道使用料

公設地方卸売
市場事業

１億4,974万円

市場使用料

港湾整備事業

40億1,250万円

港湾施設使用料

※21（令和３）年度から、農業用簡易水道事業は水道事業会計に統合されました。

21（令和３）年度　市全体の予算総額　1,808億5,825万円

当
初
予
算
　
9
6
3
億
円

合　　　　　　　　計

・当初予算　963億円
・追加補正予算　10億3,005万円　

※お知らせする数値は、項目ごとに四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります。

21（令和３）年度予算編成においては、新型コロナウイルス感染症の影響による
市税の減等、歳入の大幅な減少が予想される中、市民生活や経済活動への影響から
の回復と、釧路市まちづくり基本構想における重点戦略の取り組みを推進していく
ことが重要であることから、将来を見通したまちづくりに資する取り組みへの重点
化に努めました。
　その結果、昨年とほぼ同程度の13億円を市の貯金（減債基金）から取り崩し、こ
の13億円を上回る部分は、事業の見直しや、経費縮減などにより財源を生み出し、
総額963億円（前年度比32億円減）の当初予算を組んだほか、新型コロナウイルス
感染症の対応として、プレミアム付商品券の発行や飲食店への支援など、総額10億
3,005万円の追加補正を行った結果、一般会計の予算総額は、973億3,005万円とな
りました。

追加補正予算　10億3,005万円

※補正予算等の事業の詳細は、８ページをご覧ください。

一般会計　

※上記のほか、20（令和２）年度予算のうち、
　新型コロナウイルスワクチン接種事業ほか７事
　業、総額24億429万円を、21（令和３）年度
　に繰り越して実施します。

※１ 依存財源　補助金など、国や道の意思により定められた額を交付されるもの。
※２ 自主財源　税金や公共施設の使用料など、市が自分で集めるもの。


